
平成２９年度 新見市 ICT 活用教育推進事業 

「プログラミング教育」授業研修会 

 
研究主題 

主体的に学び合い、高め合う生徒の育成を目指して 

～アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業実践～ 

 

 

１ 日 時 平成２９年６月１６日（金） 

 

２ 会 場 新見市立新見第一中学校 

 

３ 学年・教科 １年生「総合的な学習の時間」 

         人型ロボット Pepper を活用したプログラミング学習 

 

４ 日 程   受付（随時） 

 

公開授業① １年４組  パソコン教室 ９：５０～１０：４０ 

公開授業② １年３組  パソコン教室 １０：５０～１１：４０ 

公開授業③ １年２組  パソコン教室 １１：５０～１２：４０ 

公開授業④ １年１組  パソコン教室 １３：４０～１４：３０ 

        研究協議          パソコン教室     １４：５０～１６：２０ 

 

５ 授業形態 

○各学級を２つのグループに分けた少人数編成で実施します。一方はパソコン教室で「プログ

ラミング学習」を行ない、他方は教室でＩＣＴ機器を用いた「選択型プロジェクト学習」(身

近なテーマをもとにした課題解決学習)を行ないます。こちらの授業も参観可能です。 

なお、２つの授業はリンクしています。 

 

○公開授業①～④はすべて同じ内容で行ないます。 

 



平成２９年度 新見市ＩＣＴ活用教育推進事業 

研究協議要項 

平成２９年６月１６日（金） 

１４：５０～１６：２０  

☆全体進行（研究主任 教諭 小割叔子） 

 

１ 開会の挨拶（新見第一中学校校長 後藤秀則）             14:50～【  ５分】 

 

 

２ 協議 

 

（１）公開授業について                                 

            14:55～【４０分】          

○授業者より（主幹教諭 藤井幸治／教諭 白神栄治） 

 

 

 

○参加者より 

 

 

 

○意見交換 

 

 

 

 

（２）情報活用能力・プログラミング的思考力の育成について                           

                                   15:35～【２５分】 

  ○新見第一中学校での取組の方向性（主幹教諭 藤井幸治） 

 

 

  ○意見交換 

 

 

 

 

３ 指導講評（新見市教育委員会学校教育課参事 竹元 渉）         16:00～【１５分】 

  

 

 

 

４ 閉会の挨拶（新見市情報教育部長・哲多中学校校長 梶川克紀）        16:15～【  ５分】 



中教審答申解説２０１７より 

情報活用能力とは 

情報活用能力は、世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉えて把握し、情報及

び情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決したり、自分の考えを形成した

りしていくために必要な資質・能力である。これからの子供たちは、情報を捉えながら何

が重要かを主体的に考え、情報を活用しながら他者と協働して新たな価値の創造に挑んで

いくことが重要である。 

 

情報活用能力は、様々な事象を言葉で捉え理解し、言葉で表現するために必要な言語能力

と相まって育成されていく。 

 

プログラミング的思考とは、自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動

きの組み合わせが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせ

たらいいのか、記号の組み合わせをどのように改善していけば、より意図した活動に近づ

くのかといったことを論理的に考えていく力のことである。 

 

中学校段階では、社会におけるコンピュータの役割や影響を理解するとともに、簡単なプ

ログラムを作成できるようにすることを目指していることには留意が必要である。 

 

子供が一人で黙々とコンピュータに向かっているだけで授業が終わったり、子供自身の生

活や体験と切り離された抽象的な内容に終始したりすることのないように注意したい。 

 

育成を目指す資質・能力の３つの柱 

○何を理解しているか、何ができるか 

～生きて働く「知識・技能」の習得～ 

 

○理解していること・できることをどう使うか 

～未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成～ 

 

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか 

～学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養～ 

 

アクティブ・ラーニング 

主体的・協働的かつ共感的な学びを通して、「先行き不透明な時代において、どのような課

題に遭遇しても決して諦めることなく、かといって一人で背負い込むことなく、多様な人

と関わりコミュニケーションを取り入れながらよりよい解決策を見出していこうとする」

考え方や生き方につながる。 

アクティブ・ラーニング ＝ 主体的・対話的で深い学び 

































 

公開授業(プログラミング学習) 

研究協議 

公開授業(選択型プロジェクト学習) 


